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(57)【要約】
【課題】携帯端末への充電を安価に行うことが可能な充
電装置を提供すること。
【解決手段】電源から電力が入力される入力端子部１９
と、携帯端末に接続可能な充電端子１６と、電力を蓄え
る二次電池１５と、前記入力端子部１９からの電力を前
記充電端子１６あるいは前記二次電池１５に供給する定
電流充電回路１４と、現在時刻を計時する計時部１８と
、動作手順を制御する充電制御部１７と、を備え、前記
充電制御部１７は、前記計時部１８からの信号に基づい
て前記定電流充電回路１４から前記二次電池１５へ電力
供給するか否かを制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源から電力が入力される入力端子部と、
　携帯端末に接続可能な充電端子と、
　電力を蓄える二次電池と、
　前記入力端子部からの電力を前記充電端子あるいは前記二次電池に供給する定電流充電
回路と、
　現在時刻を計時する計時部と、
　動作手順を制御する充電制御部と、を備え、
　前記充電制御部は、前記計時部からの信号に基づいて前記定電流充電回路から前記二次
電池へ電力供給するか否かを制御することを特徴とする充電装置。
【請求項２】
　前記充電制御部は、前記充電端子に携帯端末が接続されている状態のときには前記二次
電池が既に充電されているか否かを検知し、該二次電池が既に充電されている場合には該
二次電池から前記充電端子へ電力を供給するように制御することを特徴とする請求項１に
記載の充電装置。
【請求項３】
　前記充電制御部は、前記充電端子に携帯端末が接続されている状態で、且つ前記計時部
の出力により前記二次電池への電力の供給が可能な状態の場合には、前記入力端子部から
の電力を前記定電流充電回路を介して前記充電端子に供給するように制御することを特徴
とする請求項２に記載の充電装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電装置に関するものであり、特に、充電装置内に二次電池を有しており、
安価に電気が供給されている時間帯に充電装置内の二次電池に充電する充電装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯端末の普及により、携帯端末を充電するための充電装置も普及している。な
かでも、直接携帯端末に充電するだけでなく二次電池を内蔵している充電装置も存在して
いる。
【０００３】
　携帯電話の充電器に充電式の電池を備えた発明として例えば、下記特許文献１に開示さ
れた照明器具が知られている。図４（ａ）は、この特許文献１に開示された照明器具の全
体図であり、図４（ｂ）はその実施形態のひとつを表した図である。
【０００４】
　この照明器具は、図４（ａ）に示すように、装置本体３１に一端部が連結されたアーム
３２の他端部に灯具３３が連結されている。この装置本体３１には灯具３３内に設けられ
た発光部の点滅を制御する制御装置４０が内蔵されている。また、装置本体３１には、携
帯電話３４用の充電器３６の充電コード３７の先端の充電器側コネクタ３８ａが接続され
るとともに、携帯電話３４の充電台３５に接続した接続コード３９が接続されている。
【０００５】
　そして、切替スイッチ４１によって、充電器３６から制御装置４０へ電源を供給する状
態と、充電器３６から充電台５を介して携帯電話３４の電池を充電する状態とを切り替え
ることができるようにしたものである。また、この照明器具は、図４（ｂ）に示すように
、制御装置４０の電源として充電式の電池Ｅを備えており、この電池Ｅを収納した収納体
５０にアーム３２の一端部を連結してあり、装置本体３１に収納体５０を着脱自在に装着
する収納体装着部４９が形成されている。そして、該照明装置は制御装置４０が電池Ｅを
電源として動作するので、電池Ｅの充電が完了した後は収納体５０を装置本体３１から取
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り外して使用することができる。
【０００６】
　また、充電装置から直接携帯電話へ充電せず、一旦別の二次電池へ充電し、必要なとき
に該二次電池から携帯電話へ充電するものも存在する。例えば、下記の特許文献２には、
携帯電話機と二次電池を有する振動式着信報知器の発明が開示されている。図５（ａ）は
この特許文献２に開示された携帯電話機と二次電池を有する振動式着信報知器の外観斜視
図であり、図５（ｂ）はそのブロック図である。
【０００７】
　この携帯電話の振動式着信報知器１０８は、図５（ａ）に示すように、携帯電話機本体
１００は、機体の一部に振動式着信報知器嵌め込み凹部を有し、この振動式着信報知器嵌
め込み凹部に振動式着信報知器１０８を挿脱自在にしている。また、図５（ｂ）に示すよ
うに、携帯電話機本体１００と振動式着信報知器１０８は、電池１２８を含む電源部１０
７と、コネクタ１０４、１１１と、電源部１１２と充電部（電池）１１４と、切換えスイ
ッチ１１３を含む制御部１１６を備えて構成される。
【０００８】
　上記構成においては、振動式着信報知器１０８を携帯電話機本体１００に戻した場合で
、携帯電話機本体１００内の電池１２８の電力が少ない場合、切換えスイッチ１１３によ
って充電部（電池）１１４の電力を電源部１１２、コネクタ１１１、コネクタ１０４を経
由して、電源部１０７に供給し、携帯電話機本体１００を動作させる。携帯電話機本体１
００の電池の残存電力が無くなった場合には、振動式着信報知器１０８を戻すことで電力
を供給して再度使用できるようになる。
【特許文献１】特開平２００４－５５３６１号公報（段落［００３４］～［００３６］、
図１、図４、）
【特許文献２】特開平２００２－１６４９６３号公報（段落［００２３］、［００４３］
～［００４５］、図１、図７）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　充電装置で携帯端末を充電する場合、ユーザは、携帯端末を充電台に乗せ、電力を携帯
端末の二次電池に蓄える。ところで、通常、電気代は電気使用量の多い昼間より、電気使
用量の少ない夜間のほうが安く提供されている。すなわち、充電も昼間に行うより夜間に
行うほうが安く済み、経済的であり、また夜間電力を利用するので環境にもやさしい。し
かしながら、従来の充電装置では、昼間であろうと夜間であろうとそのときの電力が使用
される。
【００１０】
　また、上記特許文献１および特許文献２に開示された発明では、電力を一時的に蓄えた
り、その電力を必要なときに使用したりすることができるが、その充電する時間帯につい
ては、何ら考慮されていない。
【００１１】
　本願の発明者は上記の問題点を解消すべく種々検討を重ねた結果、夜間電力を利用して
、安価な電力でのみ携帯端末に充電することができれば、上記問題点を解消し得ることに
想到して本発明を完成するに至ったものである。
【００１２】
　すなわち、本発明の目的は、携帯端末への充電を安価に行うことが可能な充電装置を提
供することにある。
【００１３】
　また、本発明の他の目的は、緊急時の予備電源としても利用可能な充電装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
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　前記課題を解決するために、本願の請求項１にかかる発明は、電源から電力が入力され
る入力端子部と、携帯端末に接続可能な充電端子と、電力を蓄える二次電池と、前記入力
端子部からの電力を前記充電端子あるいは前記二次電池に供給する定電流充電回路と、現
在時刻を計時する計時部と、動作手順を制御する充電制御部と、を備え、前記充電制御部
は、前記計時部からの信号に基づいて前記定電流充電回路から前記二次電池へ電力供給す
るか否かを制御することを特徴とする。
【００１５】
　本願の請求項２にかかる発明は、請求項１にかかる充電装置において、前記充電制御部
は、前記充電端子に携帯端末が接続されている状態のときには前記二次電池が既に充電さ
れているか否かを検知し、該二次電池が既に充電されている場合には該二次電池から前記
充電端子へ電力を供給するように制御することを特徴とする。
【００１６】
　本願の請求項３にかかる発明は、請求項２にかかる充電装置において、前記充電制御部
は、前記充電端子に携帯端末が接続されている状態で、且つ前記計時部の出力により前記
二次電池への電力の供給が可能な状態の場合には、前記入力端子部からの電力を前記定電
流充電回路を介して前記充電端子に供給するように制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、上記構成を備えることにより、以下に示すような優れた効果を奏するもので
ある。すなわち、請求項１にかかる発明によれば、充電制御部は、計時部からの信号に基
づいて定電流充電回路から二次電池へ電力供給するか否かを制御する。これにより、本発
明にかかる充電装置は、電気料金が安価な時間帯にのみ二次電池を充電するので、電力を
効率的に利用することができる。
【００１８】
　請求項２にかかる発明によれば、請求項１にかかる充電装置において、充電制御部は、
充電端子に携帯端末が接続されている状態のときには二次電池が既に充電されているか否
かを検知し、該二次電池が既に充電されている場合には該二次電池から充電端子へ電力を
供給するように制御する。これにより、電気料金が安価な時間帯に充電されていた充電装
置の二次電池から携帯端末に充電することができる。また、充電装置の二次電池を予備電
源として利用することもできる。
【００１９】
　請求項３にかかる発明によれば、請求項２にかかる充電装置において、充電制御部は、
充電端子に携帯端末が接続されている状態で、且つ計時部の出力により二次電池への電力
の供給が可能な状態の場合には、入力端子部からの電力を定電流充電回路を介して充電端
子に供給するように制御する。これにより、電気料金が安価な時間帯では二次電池を介さ
ないで携帯端末を充電することができるので、二次電池の不要な劣化を防止できる。また
、電気料金が安価な時間帯でも携帯端末を優先的に充電するので、携帯端末の充電に通常
より長い時間を要する恐れもない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。但し、以下に示す実施形態
は、本発明の技術的思想を具体化するための充電装置の一例として携帯電話を充電するの
に用いられる充電装置を例示するものであって、本発明をこの充電装置に特定することを
意図するものではなく、特許請求の範囲に含まれるその他の実施形態のものにも等しく適
用し得るものである。
【００２１】
　図１は、本発明にかかる充電装置およびこの充電装置に接続される携帯電話のブロック
図である。図２は、充電装置の動作手順を示すフローチャートである。図３（ａ）は充電
装置に携帯電話が接続されていない状態を示した斜視図であり、図３（ｂ）は充電装置に
携帯電話が接続されている状態を示す斜視図である。
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【００２２】
　図１に示すように、本発明にかかる充電装置１０は、プラグ１１とトランス１２と整流
平滑回路１３とからなる入力端子部１９、定電流充電回路１４、二次電池１５、充電端子
１６、充電制御部１７及び計時部１８で構成されている。また、充電装置１０により充電
される携帯電話２０は、充電端子２１、定電流充電回路２２、二次電池２３で構成されて
いる。なお、本発明は充電装置に関するものであるので、携帯電話についての説明は充電
装置１０に関わる部分についてのみ行うものとする。
【００２３】
　定電流充電回路１４は、二次電池１５に電力を充電するための回路である。そして、二
次電池１５は、定電流充電回路１４から供給された電力を蓄えるのに用いられる。また、
充電端子１６は、携帯電話２０の充電端子２１と接続するために用いられる。
【００２４】
　充電制御部１７は、計時部１８からの信号により判断される現在の時刻、充電装置１０
の二次電池１５の残量、充電端子１６に携帯電話２０が接続されているか、および携帯電
話２０の二次電池２３の残量を判断し、その結果に基づいて電力を充電装置１０の二次電
池１５に供給するか、携帯電話２０の二次電池２３に供給するか、もしくは供給を行わな
いかを制御するものである。
【００２５】
　計時部１８は一定周期の信号を発信することで現在の時刻を判断するのに用いられ、そ
の信号は、充電制御部１７に出力される。入力端子部１９は、プラグ１１、トランス１２
、整流平滑回路１３により構成される。なお、プラグ１１、トランス１２、整流平滑回路
１３は公知のものであるので、説明は省略する。
【００２６】
　充電端子２１は、充電装置１０と接続するのに用いられ、充電装置１０の充電端子１６
と接続され、充電装置１０からの電力の供給は充電端子２１を通じて行われる。定電流充
電回路２２は、携帯電話２０の二次電池２３に充電するための回路である。二次電池２３
は、携帯電話２０に供給された電力を蓄えるものである。
【００２７】
　次に、図２を用いて、充電装置の動作手順について説明する。なお、以下の動作手順で
はプラグは電源に接続した状態とする。
【００２８】
　先ず、充電制御部１７においては、充電装置１０の二次電池１５の充電が十分であるか
を判断する（ステップＳ１）。十分であればステップＳ２に進み、充電装置１０の充電端
子１６に携帯電話２０が接続されているかを判断する。携帯電話２０が接続されていれば
、ステップＳ３に進み、接続されていなければ充電する対象がないので、待機状態とする
。ステップＳ３では、携帯電話２０の二次電池２３の充電が十分であるかを判断する。十
分であれば、充電する必要がないので待機状態とする。反対に十分でなければ充電装置１
０の二次電池１５から携帯電話２０の二次電池２３に電力を供給して充電し（ステップＳ
４）、充電が完了すれば（ステップＳ５）、ステップＳ１にもどる。
【００２９】
　また、ステップＳ１において、充電装置１０の二次電池１５の充電が十分でなければ、
ステップＳ６に進み、現在が電気代の安い時間帯（所定の時間帯）であるかを判断する。
この判断は、充電装置１０内にある計時部１８からの信号に基づいて行われる。現在が電
気代の安い時間帯（例えば深夜等）であれば、ステップＳ７に進み、充電装置１０の充電
端子１６に携帯電話２０が接続されているかを判断する。
【００３０】
　そして、携帯電話２０が接続されていた場合には、ステップＳ８で携帯電話２０の二次
電池２３の充電が十分であるかを判断する。携帯電話２０の二次電池２３の充電が十分で
あれば携帯電話２０の二次電池２３には充電せずに充電装置１０の二次電池１５に充電す
る（ステップＳ９）。そして、充電装置１０の二次電池１５の充電が完了すれば（ステッ
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プＳ５）、ステップＳ１にもどる。また、携帯電話２０の二次電池２３の充電が十分でな
ければ携帯電話２０の二次電池２３を充電する（ステップＳ１０）。ユーザは携帯電話２
０の充電を優先的に考えているからである。そして、充電が完了すれば（ステップＳ５）
、ステップＳ１にもどる。
【００３１】
　また、ステップＳ７において、携帯電話２０が接続されていない場合は、ステップＳ１
１に進み、充電装置１０の二次電池１５に充電し（ステップＳ９）、充電装置１０の二次
電池１５の充電が完了すれば（ステップＳ５）、ステップＳ１にもどる。
【００３２】
　次に、ステップＳ６において現在が電気代の安い時間帯でなければ（例えば昼間等）、
ステップＳ１２に進み、充電装置１０の充電端子１６に携帯電話２０が接続されているか
を判断する。そして、携帯電話２０が接続されていた場合、ステップＳ１３で携帯電話２
０の二次電池２３の充電が十分であるかを判断する。そして、携帯電話２０の二次電池２
３の充電が十分でなければ携帯電話２０の二次電池２３を充電する（ステップＳ１４）。
【００３３】
　これは、現在が電気代の安い時間帯でなくても、ユーザは携帯電話２０の充電を優先す
るからである。また、ステップＳ１３で携帯電話２０の二次電池２３の充電が十分であれ
ば、現在が電気代の安い時間帯ではないので、充電装置１０の二次電池１５には充電しな
い。同様に、ステップＳ１２で携帯電話２０が接続されていない場合も充電装置１０の二
次電池１５には充電しない。
【００３４】
　なお、この手順を繰り返すことで、充電装置１０の二次電池１５の電力が少なくなった
場合でも、ステップＳ６において現在が電気代の安い時間帯であれば、充電装置１０の二
次電池１５に充電されることになり、それ以外の時間帯では充電装置１０の二次電池１５
には充電しないことになる。また、不用意に充電を実行しないので、自然放電にも対応で
きる。
【００３５】
　次に、本発明の一実施例である充電装置１０および携帯電話２０を図３に示す。図３（
ａ）は充電装置１０に携帯電話２０が接続されていない状態を示した斜視図、図３（ｂ）
は充電装置１０に携帯電話２０が接続されている状態を示す斜視図である。なお、入力端
子部１９は図示を省略している。
【００３６】
　図３（ａ）では、充電装置１０は携帯電話２０が接続されていないので、充電装置１０
内の定電流充電回路１４へ入力端子部１９から電力が供給され、計時部１８の信号に基づ
いて充電制御部１７の判断により、二次電池１５に充電される。また、その充電された二
次電池１５は、予備電源としても利用できる。さらに、充電装置１０の充電端子１６を他
の携帯端末と互換性を持たせたり、充電装置１０にプラグ等の接続可能なコンセント等を
設けることで、様々な携帯端末や電気製品についての予備電源としても利用できる。
【００３７】
　図３（ｂ）では、充電装置１０と携帯電話２０が接続されているので、充電装置１０の
二次電池１５に充電された電力が、携帯電話２０の二次電池２３に充電される。携帯電話
２０の二次電池２３に充電する場合は、充電装置１０の充電端子１６と携帯電話２０の充
電端子２１を接続し、充電装置１０の定電流充電回路１４からの電力を携帯電話２０の定
電流充電回路２２に供給し、定電流充電回路２２から二次電池２３へ蓄えられる。
【００３８】
　本発明によれば、安価に電気が供給されている時間帯においては充電装置の二次電池を
充電し、他の時間帯では、充電装置の二次電池の電力を携帯端末に充電する充電装置を提
供することができ、夜間電力を利用するので環境にやさしく、なおかつ経済的である。
【００３９】
　また、本実施例では、携帯電話の充電装置について説明したが、それに限られず、二次
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電池を使用するもの、例えば、ハンドクリーナーや携帯ゲーム機、さらに、電気自動車の
バッテリーに対応することも可能である。
【００４０】
　さらに、この充電装置は、安価に充電可能な予備電源としても利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明にかかる充電装置およびこの充電装置に接続される携帯電話のブロック図
である。
【図２】充電装置の動作手順を示すフローチャートである。
【図３】図３（ａ）は充電装置に携帯電話が接続されていない状態を示した斜視図、図３
（ｂ）は充電装置に携帯電話が接続されている状態を示す斜視図である。
【図４】図４（ａ）は従来技術の携帯電話の充電器に充電式の電池を備えた照明器具の全
体図であり、図４（ｂ）はその実施形態のひとつを表した図である。
【図５】図５（ａ）は他の従来技術の携帯電話機と二次電池を有する振動式着信報知器の
外観斜視図であり、図５（ｂ）はそのブロック図である。
【符号の説明】
【００４２】
１０　　　充電装置
１１　　　プラグ
１２　　　トランス
１３　　　整流平滑回路
１４　　　定電流充電回路
１５　　　二次電池
１６　　　充電端子
１７　　　充電制御部
１８　　　計時部
１９　　　入力端子部
２０　　　携帯電話
２１　　　充電端子
２２　　　定電流充電回路
２３　　　二次電池
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